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知ってましたか?
区役所でできる こ ん

な
こ と

あ んな
こ

と
引つ越し、就職、入学など、新しい環境で

生活を始める人の多い春。各種の手続きのた
め区役所を訪れる方も多くなります。ところ
で、新しい庁舎のことがまだよくわからない
という声もきかれます。そこで、今回ぱ 庁舎
でできるこんなこど をミニ特集しました。

哂售の南膳こは芝生( 7尨凛があります( ( 1=咬公園) 〝足
立
区
を
知
り
た
い
〟

～区
政
情
報
室
へ
ど
う
ぞ

足
立
区
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
、

歴
史
や
地
理
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に

伝
わ
る
伝
説
の
こ
と
碼
こ
も・
…

そ
ん

な
方
は
、
中
央
館
2
階
の
区
政
情
報
室

へ
ご
つ
ぞ
。
こ
こ
に
は
、
区
が
発
行
し

て
い
る
本
や
地
図
、
国
・
都
が
発
行
す

る
統
計
資
料
・
行
政
資
料
の
ほ
か
行
政

に
関
係
の
ゐ
る
図
書
、
雑
誌
な
ど
が
そ

ろ
い
。
閲
覧
と
貸
し
出
し
(
一
部
を
除

く
)
を
し
て
い
ま
す
。

〝足
立
を
知
る
〟
資
料
の
販
売

現
在
販
売
し
て
い
る
刊
行
物
は
約
1
7
0

点
。
足
立
の
歴
史
を
知
る
「
絵
で
見
る

年
表
足
立
風
土
記
」
「足
立
の
今
昔
」

や
郷
土
博
物
館
発
行
の
杢
粢
汞
な
図

録
や
資
料
。吏
气
総
合
実
施
計
胛
　

「数
字
で
見
る
足
立
」等
の
区
の
計

画
・
統
計
・
報
告
書
。
「白
図
」等
の

地
図
類
。さ
ら
に
区
所
蔵
の
浮
世
絵
の

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
や
絵
(
ガ
キ
な
ど
石

取
り
そ
る
凡
て
い
ネ
y
。
問
先
卜
区

政
情
報
室

・一一
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹浮世絵テレ カ

「両国 納涼大花火」
歌 川広重( 各800円)

マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
(
大
画
面
映
像
)

中
央
館
I
階
区
民
ロ
ビ
ー
の
マ
ル
チ

ビ
ジ
ョ
ン
。こ
こ
で
は
、
ま
ち
の
話
題

や
出
来
事
を
紹
介
し
て
い
る
ビ
デ
オ
広

報
を
放
映
し
た
り
、
区
議
会
本
会
議
閧

会
中
に
は
議
会
中
継
を
取
映
し
て
い
ま

す
。

問
先
卜
広
報
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

マ ルチビ ジョン

茶
房
ゆ
う
あ
い

パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

北
館
の
2
階
に
は
、
聴
覚
障
害
や
知

的
障
害
の
方
が
援
助
者
と
と
石
に
運
営

す
る
「
茶
房
ゆ
う
あ
い
」。
香
り
高
い

コ
ー
ヒ
ー
が
味
わ
人
ま
す
。
家
庭
の
味

の
ラ
ン
チ
と
、
障
害
者
施
設
で
焼
い
た

パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
も
と
て
も
お
い
し
い

と
好
評
で
す
。※
パ
ン
は
午
前
1
1
時

叩
分
か
ら
販
売
営
業
凵
午
前
1
0
時
～

午
後
t
時
(
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

は
休
業
。ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
午
前
1
1
時

3
0
分
～
午
後
1
時
)

各
種
の
催
し
に
は
庁
舎
ホ
ー
ル

座
席
数
4
8
6席の
庁
舎
ホ
ー
ル

(中
央
館
2
階
)
は
、
講
習
会
、

式
典
、
会
議
な
ど
に
利
用
で
き
ま

す
(
利
用
目
的
な
ど
に
制
限
が
あ

り
ま
す
)
。
舞
台
と
客
席
が
電
動

で
床
下
に
収
納
で
き
る
の
で

、
全
面
平

床
(
約
4
8
0㎡
)
に
し
て
の
利
用
も
で
瀲
歪

す

。

問
先
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
社
ホ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
課

酋
(
3
8
8
0
)
5
7
5
0
(

直
通
)

保
養
所
や
野
球

、テ
ニ
ス
の
受
付
も

中
央
館
1
階
の
公
社
受
付
で
は
、

次
の
鷽
付
を
し
て
い
ネ
T
。

内

容
凵
保
羨
所
の
受
付
/
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
・
野
球
場
・
運
動
場
の
鷽
付
/
l
l

ホ
ー
ル
の
貸
し
出
し
/
公
社
主
催
事
業

の
チ
ケ
ッ
ト
販
池
は
か

※
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

ホ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
課

昔
(
3
8
8
0
)
5
7
5
0
(

直
通
)

ホ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
課
の
受
封
牟
前
t
時
～
午
横
S
時
(
土
・
日
曜
日
、侭
贔
く
)

足
立
の
歴
史
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か

地
域
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
研
究

講
座
を
月
一
回
、
通
年
で
閧
催
し
ま
す
。

・
戦
争
の
基
礎
資
料
を
調
べ
歪
=

足
立
に
関
す
る
戦
争
記
録
の
調
査
　

(
資
料
の
収
集
、聞
き
取
り
な
ど
)
。

開
講
日
卜
第
1
土
曜
日
説
明
会
日
4

月
1
9
日
出
、午
後
2
時
～
t
時

嚠
石
造
物
を
調
べ
歪
=

神
社
や
お
寺
に
残
る
豆
楊
の
調
査

(石
造
物
の
ス
ケ
ッ
チ
、
実
測
)
。

開
講
日
日
第
2
日
曜
日
説
明
会
凵
4

月
9
7
一
日
回
午
後
冫
時
～
4
時

い
ず
れ
も

説
明
会
は
郷
土
博
物
館
講
堂
で
行
い

嫐
T

。

定
員
卜
各
1
5人
(
抽
選
)

費
用
日
無
料
(
た
だ
し
交
通
費
は
自
己

負
担
)

申
込
H
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
講
座
名
、

簡
幃
な
参
加
動
機
卮
明
記

期
限
凵
4

月
8
日
消
印
有
効

申
・
問
先
日
郷
土

博
物
館
〒
1
2
0
大
谷
田
5
-
2
0
-

1

豐
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

事
務
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

5
月
1
日
か
ら
、庄
譛
で
印
鑑
登

録
証
明
書
・
課
税
・
納
税
証
明
書
等
の

手
数
料
が
改
定
さ
れ
欒
y
。改
定
額

凵
瑞
円
(
旧
料
金
2
0
0円)

対
象
H
住

民
票
/
記
載
事
項
証
明
書
/
印
唇
饂

証
明
書
/
身
分
証
明
拑
/
戸
籍
附
票
/

不
在
籍
証
明
書
/
課
税
証
明
書
/
納
税

証
明
書
/
外
国
人
登
録
済
証
明
書
等

そ
の
他
多
数
あ
り
兎
夛
の
で
各
担
当
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
卜
戸

籍
住
民
課
、課
税
課
、国
民
健
康
保
険
課

等

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

区
役
所
の
ご
案
内

所
在
地
=
中
央
本
町
一
丁
目
1
7番
1
号

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

交通案内
東武線 梅廃駅がら徒歩約12分

五反野駅j ソ15 分
バス
①国道4 号経由
都バス( 北干住駅←→足立区役所)
都バス( 北干佳駅←→竹の塚訳または足立清掃工楊)

※ 足立区役所または足立区役所前下車
②花畑衝道経由
東武バス( 北干住駅←→花畑車庫または花畑桑袋団地)
東武バス( 五反野駅←- -花畑車廊または花畑桑袋団地)

●四ツ家叨下車徒歩約13分e
補助256号経由
東武バス( 輳瀬駅一一・花畑団地)

● - ツ家Ξ 丁目下車徒歩約17分
④環七経由
都バス・東武バス( 王子駅←-・亀有駅)

●本司五丁目下車徒歩衂仰分
⑤瑣七・|日日光街道経由
都バス( 王子駅←→干住車庫) 瀬梅廃駅下車徒歩衂蔔分

身体の不自由な方等の専用送迎車( 無料) 1 日7 便
身体の不自由な方・お年奇りの方等のための送迎車を運行
しています( 停留所位置図は、リフィン・96をご参照くださ
い)。
・利用対象…障害者、高齢者、働病き、妊婦等とその介朧者
・利用可能人員… 車いす2 台、一般席7 人まで( ワゴン車)
・停留所位置… 綾瀬、五反野、西新井、棚廃各駅の周辺

今号の主な内容
一
回
▽
▽
▽
家
賃
等
の
助
成
/
届
き
ま
し
た
か
新
し
い
保
険
証
/
国
保

協
定
旅
館
案
内
/
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
3

面
マ
マ
▽
ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室
/
佐
野
六
木
土
地
区
画
整
理
事
業
計

画
決
定
/
都
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定
者
説
明
会
/
が

ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
/
ひ
ろ
ぱ
/
掲
示
板

4
面
▽
▽
▽
高
齢
者
福
祉
施
設
オ
ー
プ
ン
/
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
情
報

ご注意ください/ 庁舎移転前に使用していた各課直通電話番号は使えません
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くらしの情報

本庁舎へのお問い合わせは

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

福

祉

い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
る
た
め
に

家
賃
等
助
成
・
住
宅
あ
っ
せ
ん

家
賃
等
を
助
成
し
て
い
ま
す

対
象
日
区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住

す
久
嵩
齢
者
6
鎭
以
上
)
の
み
の
世

帯
・
障
害
者
世
帯
・
ひ
と
り
観
世
帯
で
取

り
壊
し
に
よ
る
立
ね
黶
萋
迺
ら
れ
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
で
区
内
の
民
間

賃
貨
住
宅
に
転
屑
に
y
吹
と
す
る
方

助
成
内
容
H
転
居
一
時
金
/
新
家
貿
と

旧
家
賃
の
差
額
/
契
約
更
新
料
※
世

帯
全
員
の
所
得
に
よ
る
所
得
制
限
が
あ

n
汞
す
助
成
額
日
内
容
・
世
帯
人
員

等
に
よ
り
限
度
額
が
あ
ひ
豕
T

高
齢
者
の
方
へ
住
宅
を
あ
っ
せ
ん
し

て
い
ま
す

対
象
卜
区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住

す
る
高
齢
者
6
筬
以
上
)
の
み
の
世

帯
で
立
ね
髻
萋
通
ら
れ
、
住
宅
に
困

つ
て
い
'
(
芳
助
成
内
容
=
住
宅
あ
っ

せ
ん
/
転
居
一
時
金
嶌
咄
東
京
都
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
足
立
区
支
部
の
協

力
奩
得
て
、
実
施
し
て
い
ネ
y

-
い
ず
れ
も

問
先
日
庄
宅
支
援
係

(親
)医
療
証
、
(乳
)医
療
証
を

お
持

ち

の
方

へ

S
(
ひ
と
り
親
)
医
療
証
、
卯
医
療

証
牙
持
っ
て
い
る
万
で
、
健
康
保
険
証

の
種
類
が
豕
わ
っ
た
時
は
、
変
更
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
必
要

な
も
の
卜
新
し
い
保
険
証
/
印
鑑
/

S
医
療
証
ま
た
は
S
医
療
証

※
児

童
革
当
を
鷽
け
て
い
る
方
は
年
金
が
変

わ
忝
忌

竇
罘
当
が
受
給
で
忝
な
く
な

る
'
にと
が
あ
2

チ

。
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
先
=
%
m
m

身
近
な
仕
事
を
引
き
受
け
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
t
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
の
方
々
が
長
年
培
っ
て
忝
な
知
識
・

経
験
・
技
能
牽
恚
丿
一
し
て
W
l
に
参
加

し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
求
y
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
ぶ
つ

な
仕
事
奮
お
引
き
受
け
し
奪
歹
。

内
容
H
毛
筆
の
筆
耕
/
大
工
/
塗
装
/

草
刈
り
/
清
掃
/
チ
ラ
シ
等
の
配
布
/

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
/
そ
の
他
高
齢
者

向
き
の
仕
事

申
・
問
先
=
咄
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

酋
(
3
8
5
9
)
2
5
8
1

高齢者福祉手当・
人工肛門用装具等購入費助成金・
難病患者福祉手当・
心身障害者福祉手当( 区手当) の

定例払月です

W
A

月
分
衆
4

月
菅

ご
ろ

に
振
ひ
込
み
ま
す
。
各
金
融
機
関
で
支

払
い
夲
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
H

在
宅
福
祉
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所

(表
土表1　 福祉事務所一覧

国

保

国
保
料
算
定
の
も
と
「
特
別
区
民
税
・

都
民
税
簡
易
申
告
書
」の
提
出
を

6
5
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

お
よ
び
世
帯
主
(
禾
加
入
者
の
王
も
含

む
)
で
確
定
申
告
、特
別
区
民
税
・
都

民
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
「特

別
区
民
税
・
都
民
税
簡
易
里
昜
」を

提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。該
当
と
膃
わ
れ

る
世
帯
に
は
。3
月
2
5
R
に
申
告
番
を

発
送
し
奔
し
た
が
、必
釁
な
場
合
は
課

税
課
ま
{
ほ
区
民
事
務
所
の
窓
口
に
も

あ
2
チ
。こ
の
甲
告
夸
y
る
こ
と
に

よ
り
、
特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
課

税
、非
課
税
が
判
定
さ
れ
、そ
れ
に
と

も
な
っ
て
国
民
健
康
保
険
料
壑
躅
正
に

算
定
さ
れ
求
y
。申
告
書
の
提
出
が
な

い
と
、保
険
料
の
軽
減
や
高
額
療
養

費
・
入
院
時
食
事
代
が
減
箏
茹
茗
世

帯
で
も
軽
減
・
減
額
は
認
め
叭
れ
ま
せ

ん
。期
限
H
4
a
侭
二
可
笥
)

問
先
=
▽
申
告
書
の
提
出
先
布
ぶ
び
s

き
万
・・課
税
課
課
税
第
丁

二
係

▽
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
…
国
民
健
康

保
険
課
資
格
賦
課
係

葬
祭
費
が
改
定
に
な
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

か
な
ぐ
な
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
の
葬
儀

を
し
た
方
に
葬
祭
費
を
支
給
し
て
い
ま

す
か
、4
月
1
日
以
降
の
死
亡
か
ら
a

万
円
に
支
給
鄂
孱
廻
し
声
レ
た
。
な

お
、3
討
甘
以
前
に
死
亡
し
た
方
の

葬
祭
費
は
、5
万
円
の
支
給
と
な
n
ま

す
。
た
だ
し
、
交
通
事
故
・
傷
爭
な
ど

の
第
三
者
行
為
や
公
害
訶
等
が
原
因
で

死
亡
し
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
支
給

袞
笛
せ
ん
。

申
込
=
国
民
健
康
保

険
証
、
葬
儀
の
頌
収
書
(
コ
ピ
ー
不

可
)
、
葬
儀
を
し
た
方
の
印
鑑
を
窓
口

に
持
参

期
限
日
葬
鵈
を
し
た
日
の
翌

貝
笘
2

年
間

申
・
問
先
=
保
険
給

付
係

届
き
ま
し
た
か

新
し
い
保
険
証

4
月
1
a

か
ら
冫
年
間
筺
用
で
き
る

新
し
い
保
険
証
を
、
3
月
2
5
B
に
郵
送

し
ま
」
だ

。
応

癨

か
な
い
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
保
険
証
の
内

容
(

住
所
・
氏
名
な
ど
)

に
誤
ひ
が
あ

っ
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
課
ま
{
に一

は
区
民
事
務
所
に
'
遽

絡
く
だ
さ
い
。

ご
自
分
で
訂
正
・
・

煮
込
み
硲
£

良
y

と
保
険
証
は
無
効
に
な
り
豕
歹
。
有
効

期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
お
返
し

く
だ
さ
い
(

郵
送
可
)
。

問
先
卜
資

格
賦
課
係

退職者証〈濃クリーム色〉 一般証〈うぐいす色〉

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
協
定
旅
館

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
表
2
の
旅

館
等
と
協
定
膏
柘
ぴ
、
割
引
料
金
で
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
口
汞
す
。

対
象

卜
区
内
在
住
・
在
助
の
万

申
込
凵
施

設
へ
直
接
電
話
予
約
(
足
立
区
国
保
課

扱
い
左

み
て
ぐ
だ
さ
い
)
し
、
予
約

が
と
れ
ま
」
た
ら
国
保
ガ
イ
ド
4
3ペ
ー

ジ
の
利
用
券
(
国
保
課
・
区
民
事
務
所

に
も
あ
り
ホ
y
)
を
痔
参
※
料
金
等

く
わ
し
く
は
直
接
施
設
へ
お
問
i
<
&
e

せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
卜
庶
務
係

表2　 国保協定旅館一覧

徴
収
嘱
託
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

対
象
卜
区
内
在
住
の
3
0歳
か
ら
厨
歳
ま

で
の
方

内
容
H
主
に
戸
別
訪
問
に
よ

る
国
民
健
康
保
険
料
の
悠
釡

層
用
期

間
卜
9
年
&
月
1
日
～
匐
T

月
3
1日

募
集
人
S
I

早
名

勤
務
条
件
卜
月

に
1
8
R勤
務
(
休
日
、
夜
間
も
含
む
)

報
酬
卜
基
本
給

自
額
ま
卞
峩
円
)
十

能
率
給

※
平
均
1
9万
'
」千
円
(
税
込

み
)

申
込
H
自
筆
纜
歴
挙
跖
女
「
我

が
家
の
健
康
法
」
(
瞋
字
程
茗

を
持

参

期
限
H
5
月
2
3日

選
考
方
法
日

書
類
窒
宴
擘
ひ

回
接

申
・
問
先
=

滞
納
整
理
第
丁

二
係

選挙豆知識

政治家等による入学祝・
就職祝などの

寄附は禁止
されています

公
職
選
挙
法
は
、
き
れ
い
な
選
挙
、

金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
の
た

め
、
政
治
家
等
(
立
侯
補
予
定
者
を
含

む
)
が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
童
気
'

y
左
冴
巌
し
く
規
制
し
て
い
ま
す
。
違

反
し
て
処
罰
さ
れ
ホ
y
と
、
公
民
権
(
選

挙
権
・
被
選
挙
権
)
の
停
止
と
な
り
ま

す
。
吏
气
有
権
者
が
こ
れ
ら
を
求
め
る

こ
と
警
正
套
‥
、
政
治
家
等
に
強
要
t

夕
廼
罰
さ
れ
李
y
。
寄
附
の
禁
止

に
闡
T
貧
俚
四
肢
の
と
砌
¥
す
。

①
略
髪
等
が
選
挙
区
内
に
あ
る
人
に

対
し
て
入
学
祝
・
卒
業
祝
・
就
職
祝
・

出
應
祝
な
ぐ
函

畜
左

②
町
会
・
自
治
会
が
政
治
家
等
に
対
し

て
町
内
会
の
運
動
会
や
ス
ポ
ト
ツ
大
会

な
ど
に
使
用
冨
1

勝
カ
ッ
プ
や
記
念

品
奎
ぶ
l

こ
と

痔
ち
回
り
の
た
め

の
貸
与
を
合
り
)

③
政
治
家
等
が
町
内
会
の
催
し
物
等
に

協
賛
す
久
ぶ
た
ち
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
町

会
名
簿
に
有
料
名
刺
広
告
を
出
t
左
　

「
贈
ら
な
い

。鷽
黛
哭
な
い
・
求
め

な
い
」ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選

累
か
擾
進
し
声
じ
ょ
う
。

(
選
挙
管
理
委
S
会
)

飼い犬の登録と狂犬病予防注射区
内
如
刀
所
の
会
場
で
実
施
し
ま

す
。
昨
年
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
2

チ
の
で
、
場
所
と
時
間
岑
ま

く
お
確
か
め
の
冫
'
一
。
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

日
時
等
=
表
3

凾
夫
実
施
)
　

費
用
(

一
頭
)

日
登
録
犬
3

千
3
2
0円
/

禾
登
録
犬
6

千
謳
円

問
先
卜
千
住

心不
E四
l一

四
(
3
8
8
B
)
4
p

』
7
7

表3 狂犬病予防注射会場一覧
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健

康

が
ん
検
診
と

成
人
健
康
診
査
(
無
料
)

過
去
1
年
以
内
に
、
区
の
同
種
の
検

診
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。
申
込

は
、
(
ガ
キ
に
倖
屏
、
氏
名
(
フ
け
力

ナ
)
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、

検
診
名
を
明
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申
込

先
へ
。
後
日
、
霑
蕈
と
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。
※
消
化
器
が
ん
検
診

は
、
表
4
の
日
耜
が
ら
検
診
日
、
`
屏
　

(必
ず
第
1
希
望
ま
で
)
も
明
記

消
化
器
が
ん
検
診

胄
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で

す
。

日
程
等
卜
表
4

対
象
H
3
5蔵

以
上
の
区
民

※
胄
を
切
除
し
た
方
、

胃
の
訶
気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠
し
て

い
忝
こ
思
わ
れ
る
方
は
受
診
で
忝
'
疂

ん

期
限
卜
5
月
に
受
謦
一
―

ず
る

方
は
、
4
月
1
5
E消
印
有
効

申
・
問

先
卜
足
立
保
健
所
保
健
予
防
課

〒
1
2
1

西
竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

女
性
が
ん
検
診

乳
が
ん
、
子
竄
R
ん
の
早
期
発
見
に

役
立
ち
ま
す
。

対
象
H
3
0歳
以
上
の

女
性
区
民

成
人
健
康
診
査

血
液
、
尿
、
あ
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
憊
掌
な
ど
受
付
い
、
心
臓
、
肝
臓
、

に
ん
臓
の
訶
気
や
組
尿
訶
、
高
血
圧
、

高
脂
血
痙
等
に
つ
い
て
調
べ
祟
y
。

対
象
H
4
0歳
以
上
6
4歳
(
昭
和
7
年
4

月
1
日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民

「
女
性
か
ん
検
診
‘
「
成
人

健
康
診
査
」
は
い
ず
れ
も

日
時
卜
受
診
票
の
指
定
期
間
内
に
受
診

医
療
機
関
と
相
談
の
う
况
受
診

場
所

卜
区
内
実
施
医
療
機
関

申
・
問
先
卜

保
健
予
防
係

〒
圀
中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

表4　 消化器がん検診( × 線撮影と検便による検診)

●足立保健所は、希望される乃か多く、翌月になることかありますのでご了
承ください。なお、中央本町保健相談所は、回数が多く、希望日に受診しや
すくなっています

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室
(
前
期
)

期
間
=
6
月
4
日
F
7
月
9
日
の
毎
週

水
曜
日
、
計
6
回

時
間
H
午
後
3
時
F
5

時
3
0分
(
予
定
)

場
所
H
ス
ィ
ム

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
う
き
う
き
館

対

象
凵
区
内
在
住
で
I

片
息
に
か
か
っ

て
い
る
小
学
生

定
員
卜
4
0人

費
用
H

無
料

申
込
=
保
険
証
を
窓
口
に

持
参

申
込
期
間
日
4
月
7
日
～
1
1日

柬
後
期
は
1
0・
1
1月
に
千
住
地
区
で
開

催
予
定

申
・
問
先
日
公
害
補
償
係

み
ん
な
で
楽
し
む
子
育
て

幼
児
教
室
メ
ン
バ
ー
募
集

親
子
で
体
を
駟
か
し
て
蔘
心
だ
り
、

子
育
て
に
つ
い
て
醗
兌
号
た
り
、
参

加
者
で
I

日
時
卜
毎
月
1
回
、
午
前
1
0時
1
正
午

対
象
H
管
内
在
住
の
親
子
T
歳
―
ヵ

月
～
l
歳
&
ヵ
月
>
m
=
2
0
組

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
千
住

心不一
i『i
m
酋
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

成
人
病
と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

健
診
の
機
会
の
少
な
い
女
性
を
対
象

に
検
豕
と
体
験
学
習
査
行
い
ホ
y
。

日
時
日
4
月
2
3
E
・
5
月
郤
賎
い
ず

れ
も
水
曜
日
、
午
前
1
時
～
1
0
時
対

象
=
2
5
R
-
^
9歳
ま
で
の
女
性

内
容

卜
体
脂
肪
率
測
定
、
血
圧
、
血
液
(
総

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧

血
)
尿
検
査
、
骨
密
度
測
定
等

定
員

卜
4
0人
(
先
着
順
)

費
用
H
無
料

申
込
H
往
復
(

ガ
キ
に
希
望
日
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
委
明
記

期
限
日
4
月
1
6
R必
着

場
・
申
・
問

先
=
足
立
保
健
所

〒
1
2
1西竹
の
罹
2
-
1
9
1
1
8

豐
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

除
籍
・
改
製
原
戸
籍
謄
本
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
出
力
!

除
籍
・
改
製
原
戸
籍
の
発
行
時
間

が
短
縮
さ
れ
李
y
。
従
来
は
、
戸
籍

住
民
課
か
ら
、
区
民
事
務
所
に
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
で
送
信
し
て
い
ま
し
た

が
、
4
月
1
日
か
ら
は
、
除
鏑
7
改

製
原
戸
籍
を
&
ア
イ
ス
ク
装
體
か
ら

自
動
的
に
、
区
民
事
務
所
で
出
力
で

す
?
5
に
な
q
F
だ
。
こ
れ
に

よ
り
戸
籍
窓
口
や
区
民
事
務
所
で
の

除
籍
・
改
製
原
戸
籍
の
発
行
時
間
が

短
縮
さ
9

チ

。
(戸
籍
窓
口
係
〉

生

活

環

境

佐
野
六
木
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
を
決
定

佐
野
六
木
十
瓸
区
画
整
理
事
業
の
事

業
計
画
が
決
定
し
。
4
月
1
足
呆
さ

れ
ま
し
た
。

土
地
区
画
輅
理
法

亀
和
2
9年
法
律

第
1
1
9号)
第
5
2条
第
卜
瓊
の
規
定
に
基

づ
き
東
京
都
市
計
画
事
業
佐
野
六
木
土

地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
回
を
決
定
k

嗷
で
、
同
法
第
5
5条
第
1
項
の
規

定
に
よ
り
次
り
と
お
皇
県
す
る
。

平
成
9
年
4
月
1
日

足
立
区
長

吉
田

万
三

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

恵
只
都

市
計
画
事
業
佐
野
六
木
土
地
区
画
整

理
事
業

施
行
者
の
名
称

東
京
都
足
立
区

施
行
地
区

足
立
区
佐
野
一
丁
目
お
よ

瑟
(
木
二
丁
皀
の
各
一
部

事
業
施
行
期
間

平
成
9
年一
月
1
日

か
ら
平
成
辺
亨
月
3
1日
ま
で

事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
足
立
区
中

央
本
町
一
丁
目
1
7番
L
号

足
立
区

祭

内

事
業
計
画
の
決
定
年
月
日

平
成
9
年

胃
1

日

事
業
決
定
後
の
事
務

▽
土
地
の
地
積
の
実
測
確
昭
申
請

土
地
区
-

の

土
地
の
位
置
、
形
状
、
地
積
等
蚩
り
と

に
、
整
理
後
の
土
地
(
換
地
)
を
足
め

嫐
T
。
換
地
を
足
め
る
と
き
の
基
準
と

な
る
整
理
前
の
地
積
は
、
原
則
と
し
て

土
地
登
記
簿
の
地
積
を
も
と
に
し
ま

す
。匚
笳
し
、
土
地
に
よ
っ
て
は
、
実

際
の
地
積
と
登
記
地
穡
と
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
李
歹
。

こ
9
5

な
場
合
、
土
地
所
有
者
は

実
際
の
地
積
を
証
明
す
る
図
面
等
奮
陌

え
、
地
積
の
確
認
を
区
長
に
申
請
で
き

ホ
す
。
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
の
地
積
が

換
地
を
足
め
る
も
と
に
な
9
'
臺

。

期
限
=
6
月
3
0日
(
期
限
奮
愨
是
申

請
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
)

▽
土
地
に
関
す
る
権
利
関
係
の
ま

昜

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
換
地
設

計
、
土
地
区
画
整
理
嚮
議
会
委
員
の
選

挙
、
事
業
の
通
知
等
権
利
の
保
護
の
た

め
、
事
業
計
画
の
決
定
の
日
か
ら
、
換

地
処
分
の
日
ま
で
、
施
行
旆
区
内
の
皆

克

の
土
地
の
権
利
関
係
歪

確
に
把

箜
灸
必
要
が
あ
n
王
子

。

権
利
の
把
握
は
、
土
地
登
記
簿
等
で

調
査
し
掌
す
か
、
借
地
権
等
の
権
利
に

つ
い
て
は
、
登
記
さ
れ
て
い
な
い
曼
=

が
あ
り
ま
す
。
こ
9

弯
な
場
合
、
施

行
者
に
そ
の
権
利
の
種
別
、
内
容
等
を

里
に
、
届
出
し
て
い
た
だ
き
豕
す
。

権
利
の
申
告
・
届
出

①
借
地
権
の
申
告
(
建
物
所
有
奮
日
的

温
灸
瑙
上
権
、
借
地
携

②
借
地
権
以
外
の
権
利
の
里
二
建
物

所
有
を
目
的
と
し
な
い
地
卜
権
、
借
地

権
、
永
小
作
権
等
)

③
権
利
変
動
届
(
①
、
②
の
権
利
の
名

義
、
面
積
等
の
澎
罰
、
権
利
の
消
紙
が

あ
っ
た
と
き
)

▽
建
築
物
等
の
制
限

「
事
業
計
画
」
の
決
定
後
、
施
行
地

区
内
で
次
り
毋

な
建
築
行
為
等
岑
す

る
万
は
、
都
知
事
又
は
区
長
の
許
可
が

ぷ
餮
で
す
。

①
建
築
物
そ
の
他
工
作
物
等
の
新
築
、

改
築
、
増
築

q
土
地
の
形
質
の
変
更

王
地
の
盛

土
、
切
土
な
ど
)

③
移
動
の
容
易
で
な
い
物
件
の
設
置
、

ま
た
は
土
砂
の
た
い
積
等

※
こ
れ
ら
は
、
事
業
澂
円
滑
に
進
め
る

た
め
、
土
地
区
画
整
理
法
第
7
6条
第
F

項
で
足
め
ら
れ
た
も
の
で
歹

事
業
計
画
の
閲
覧

こ
の
佐
野
六
木
土
地
区
画
整
理
事
業

蚩
な
だ
め
、
法
律
に
簒
う
き
事
業
計

画
、
施
行
規
程
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
は
、
区
認
瑾
臓
で
閲
覧

で
空
手

。

い
ず
れ
も

問
先
卜
区
諺
僅
濮

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す

区
で
は
、
次
の
都
市
計
回
の
冢
を
覦

覧
し
ま
す
。こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係

の
唇
耄
ほ

、
縦
覧
期
間
中
に
区
長
に

対
し
て
雲
見
貅
翆
提
出
す
る
こ
と
が
で

杳

手

。

東
京
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
(
足

立
区
決
定
)
の
変
更

区
域
H
皿
沼
二
丁
目
、
六
木
二
丁
目
、

鳫
浜
八
丁
目
、
六
月
三
丁
目
、
扇
一
丁

目
各
地
内

期
間
日
4
月
H
日
s
5
日

縦
覧
場
所
・
問
先
卜
都
市
計
画
係

年

金

6
0歳
説
明
会

日
時
H
t

月
2
2
日
㈹
、
午
前
1
0
時
と
午

後
1

時
の
7
‘回
(
受
付
は

、開
始
即

分
前

か
ら
)

撮
'
W

区
役
所
南
館
1
3
階
僉

巣
室
対
象
卜
昭
和
揺
万
月
2
日
～

a
月
L
巨
筆
'
れ
の
方
(
対
象
耆
E
ほ
別

に
通
知
)

内
容
H
国
民
年
命
制
度
の

仕
躯
か
こ
受
鈬
手
続
き
の
説
明
お
よ
ぴ

個
別
相
談
(
受
付
順
)

問
先
H
適
用
係

今
月
は老

齢
福
祉
年
金
証
書
の
提
出
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方

(緑
色
の
手
帳
で
、
郵
便
局
の
窓
口
で

匱
接
鷽
け
取
っ
て
い
る
年
金
)
は
、
4

月
期
の
支
払
い
(
4
月
1
1日
か
ら
)
を

鷽
け
取
n
ま
し
た
ら
、
そ
の
証
書
(
手

帳
)
蠹
四
民
年
金
課
に
提
出
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
こ
れ
は
、
8
月
期
の
支
払
い
金

額
を
年
金
証
書
に
記
入
す
る
た
め
で

す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜
給
付
係

地
価
公
示
価
格
の
閲
覧

3
月
苔
-
に
国
土
庁
か
ら
1
年
1

月
1
日
現
在
の
地
価
公
示
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
足
立
区
(
都
市
計
画
区

域
内
)
の
公
示
価
格
が
区
忿
所
吊

課
、
各
区
民
事
務
所
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

問
先
卜
管
財
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ひ
ろ

ば

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

4
鳳
官

出
、
午
前
H
時
～
午
後
1
時

※
墮
(
の
場
合
5
月
3
日
/
元
溯
江
公

園
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
脅
4
萌
記
し
申
込

(
4
月
1
2
R必
着
)

〒
1
2
3栗原
L
-
6
I
U

星
野
荘
/
足
立
袤
こ
畆
劇
場
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
委
員
会

金
沢
{

一一
(
3
8
8
3
)
9
7
3
8

☆
葦
の
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
4

月
1
2日
出
、
午
後
1
時
3
0分
/
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
/

沖
縄
童
歌
・
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
ほ
か
/
2

千
円
/
薑
の
会

酋
(
3
9
1
2
)
4
2
0
9

☆
都
立
溯
江
、
足
立
、
墨
田
川
高
校
演

劇
鄙
合
同
公
演
4

月
1
9日
出
バ
E
J
t

時
3
0分
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

母
ほ
か
/
無
料
/
足
立
高
校
演
劇
部
顧

問

後
飯
塚
(
ご
い
つ
か
)

a
(
3
8
8
9
)
2
2
0
4

東京都議会議員選挙
立候補予定者説明会

日時: 5 月19 日( 月) 、

午後2 時
場所: 区役所南館12階会議室

任期満了にともなう東京都議会議
員選挙が7 月6 日に行われます。こ
れに伴い、立侯補を予定されている
方に対し、説明会を閧催します。当
日、立候補届け出に必要な各種書類
をお渡ししますので、立候補される
方は必ずご出席ください。なお、出
席人数は、1 立候補予定者につき2
人までです。 問先= 選挙管理委員
会事務局03880- 5111 ㈹

掲
示
板

都
立
江
北
高
校
公
開
講
座
「
源
氏
物

胛

を
読
む

日
時
H
i
月
2
3日
I
7

月
1
1日
ま
で
の
金
曜
日
(
全
8
回
)
、

午
後
1
時
～
&
時

定
員
卜
3
0人
(
抽

選
)

蠢
7
7
2
0円
(
教
材
費
)

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
講
座
名
、
庄
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
脅
査
明

記

期
限
H
4
月
2
3日

必
着

場
・

申
・
問
先
川
江
北
高
校

眥
(
3
8
8
0
)
3
4
1
1

家
内
労
働
者
に
仕
事
を
出
し
て
い
る

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

あ
な
た
は
、
家

内
労
働
法
に
り
つ
「委
託
者
」
と
な
り

ま
す
の
で
、「委
託
状
況
届
」の
提
出
が

必
要
で
歹
。
こ
れ
は
毎
年
4
月
1
日
の

状
況
に
つ
い
で
。
4
月
3
0
Eま
で
に
所

轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
届
け
出
'
9も

の
で
す
。
用
紙
は
監
督
署
に
あ
2

手

の
で
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜
東
京
{
贏

基
翠
局
質
令
課

酋
(
3
8
-
4
)
5
3
1
1

足
立
労
働
基
塋
面
暑

昔
(
3
B
B
2
)
1
1
8
7
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高 齢 者 福 祉 施 設 新 規 オ ー プ ン 問 い 合 わ せ= 在 宅 福 祉 課 施 設 運 営 係
3880- 5111 ㈹

高 齢 者在 宅 サービスセンター

入谷翔 裕園
在 宅 介 護 支 援 センター

千 住 西 、入 谷 、一 ツ 家

区
で
は
、
高
齢
者
の
方

が
自
宅
で
生
活
し
て
い
く

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
、施
設

整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。こ

の
度
、次
の
セ
ン
タ
ー
が
新
規
オ
ー
ブ

ン
し
ま
す
。こ
れ
で
区
内
に
は
1
0力
所

の
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
9

ヵ
所
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

冢
に
ひ
き
こ
も
ひ
が
ち

な
虚
弱
な
方
、
ね
た
き
り

の
方
や
痴
呆
君
ほ
う
)の

あ
る
6
5歳
以
上
の
高
齢
者

が
、
自
宅
で
健
康
的
な
暮

ら
」
を
続
け
ら
れ
る
ぶ
つ

に
、
デ
イ
ホ
ー
ム
、入
浴
、

食
事
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
(
入
谷
翔
裕
園
で
は
、

痴
呆
の
あ石
万
の
デ
イ
ホ
ー
ム
や
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
を
実
施
)
。

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

▽
入
谷
翔
裕
園
(
入
谷
9
-
1
5
-
1
8・

写
真
)

昔
(
3
8
5
5
)
6
3
7
1

電
話
相
談
は
2
4時
間
体
制

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
家
庭
で
猥
た
き
ひ

の
方
や
そ
の
家
族
の
方

に
、
介
護
に
関
す
る
怩
=

的
な
相
談
に
応
じ
る
施
設

で
す
。
保
健
、
福
祉
、
医

療
に
関
す
る
こ
と
は
な
ん

で
粲
袙
談
く
だ
さ
い
。

電
話
に
よ
る
相
談
は
、
2
4

時
間
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
身
孱
弱
T

ト
ナ
ー
と
し
て
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

マ
千
住
西
(
千
住
中
居
町
1
0
1
1
0
)

゛
(
5
2
4
4
)
0
2
4
8

▽
入
谷
(
入
谷
9
-
1
5
1
1
8・
写
真
)
?
3
8
5
5
)
6
3
6
2

Σ

ツ
冢
(
一
ッ
家
4
-
5
-
H
)

゛
(
3
8
5
0
)
0
3
0
0

新
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
の
休
館

新
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
が
新

築
移
転
お
よ
び
図
書
特
別
整
理
の
た

め
次
の
と
お
ひ
休
館
に
な
ひ
ま
す
。

期
間
卜
4
月
1
4
日
～
5
月
5
日
※

5
月
6
日
か
ら
は
、
新
田
セ
ン
タ
ー

内
(
新
田
2
-
2
-
2
)
で
の
閧
館

に
な
n
乖
y
問
先
=
新
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
図
書
館

酋
(
3
9
1
2
)
1
7
6
7

い じ め 相 談
月曜日～金曜日( 祝日を除く) 、午前9時～午後4時30分

3880 ―5577
情 報 コ ー ナ ー

自ら考え、工夫、行動
' 97アド ベンチャーキャンプ

自 然に 恵 まれ た山 村 で10日間 を
過 ご す アド ベン チ ャー キ ャンプ 。
テン トで の 寝泊 まり や 、 かまど で
の野 外炊 事 など 、学 校や 家 庭で は
なか なか でき な いこ と を体 験し ま
す。プ ロ グ ラ ムは山 登り や 移 動キ
ャンプ な ど ハ ードな も の から 夕食
コ ン テ スト やキ ャン プ フ ァイ ヤ ー
など の楽 し いも の まで あり ま す。

夏休みの4分の1を占める長期
キャンプで思い切り自然生活体験
してみませんか。日程=8月1
日～10日場所=栃木県粟野康D
鹿沼 市 対 象= 区内 在 住 の小学5
年生 から 中 学3 年生 で ジ ュニ アリ
ーダ ー一研 修 会を 修了 ま た は受 講中
の方 定員=60 人( 選 考) 費用=

食 材 費 皿
万卩丿程 度) 申 込= 所 定 の申 込書
を 髱送 また は 持参 ※ 申 込書 は4
月中 旬 から 学 校や 子ど も 会を 通し
て配 布予 定 期限=5 月31日 必者

・ ボ ラン テ ィ アリ ーダ ー一募 集

キ ャン プ期 間 中 、子 ども た ちの
班つ きリ ーダ ーとし て 参 加でき る
高校 生以 上 の ボラン テ ィアリ ーダ
ーを 募 集し ま す。孑{失会活動 に関
心 が あ り 、キ ャ ン プ 全 日 程 と 事
前 ・事後 研 修会 、 現 地謖 査等 に参

加 で き る 方 を お 待 ち し て い ま す 。

ご 参 加く ださ い
ジ ュ ニ ア リ ー ダ ー 研 修 会

ジ ュニ アリ ーダ ー とは 、 子ども
会や 地 域で 会 の活 動を 助 け る少 年
リ ーダ ー の こ と 。 現 在 、約420あ
る 子 ど も 会 組 織 で 活 躍 し て い ま
す。 研 修で は 、実 際に ゲ ー ムやレ
クリ エ ー ショ ンを し なが ら 、ジ ュ
ニ アリ ーダ ーに求 め られ る3 つ の

力 、プ ラン( 企画) 、 サ ポ ート( 補
助) 、リ ード( 指 導) を 楽し く 学
ん で い き ま す 。A 、B 、C 、実 践
コ ース の4 コ ース があ り 、 段緊 的

に学 習 し ます 。 期 間等= 下表
- い ず れも 一

申 ・問 先= 少 年 育 成 係 〒1204コ
央 冰3丁1- 17- 1
03880- 511I f f *り

前
n
i
ア
ド
ペ
ン
チ
ャ
ト
キ
ャ
ン
フ

TH

E 

0Rl GAMI

外国人のための
「折 り紙 教室」

かんたんな「おりがみ」をおぼ
えてみませんか。英語、中国語の
通訳つきです。日時=4月13日　
( 日) 、午後2時～4時定員=

20人 費 用=300RC 折 り 紙 代)

申 込= 電 話 場 ・申 ・ 問 先= 青年
セン タ ーB3890- 0061

障害者ダンス講習会
「レッ ツダ ン ス」

障害者ダンスおよび車いすダン
スの講習会です『移黻趙難な方に
は拠点間の送迎バスカ狎』用できま
す) 。目の不自由な方も、体の不
自由な方も参加できます。※ ボラ
ンティアとして一一緒に参加できる
方もご連絡ください日時=4月
23日から月2回水曜日( 20回) 、
午後0蹈吩～2蹈吩対象=
区内 在住 の 障害 者 講 師こ 安 藤 高
子氏( 日沛譚 害 者ダ ン ス 研究 会理
事) 定員=40 人 申 込= 電 話
期限=4 月11 日 場・ 申・ 問 先=

西部 淬害 福 祉総 合セ ン タ ー
03853 ―0632

手とり足とり食生活術 食事体験教室
食卓 の健 康情 報 は多 い のに 、 実

翳 こつく る の は苦 手と いう 方 、゙ 食
生活 コン ダ クタ ー と一 緒 に、 調理
を体 験し 、 食 事を 楽し ん で みま せ
んカゝ ※ 栄 養改 善推l進員 。 保 健
所 ・保健 相 談所 を中a こ、廻詼葭で
活躍 す る “ 食 生活 の案 内 人" で す

日 程 等= 下 表 対 象= 両 日参 加で
き る方( エ プ ロン 、ふ き ん、 三 角
き んをお 持 ち くだ さい) 定員=
各30人( 先 劃|匱) ※ 東和 セン タ ー
は 親子15 組30人 申込= 電話 申
・ 問先9 寸 保健 所
B3855- 4151

いずれも時間は午後1時30分～3眄3口分

少年活動リーダー講座 野外 活 動 の指導 者とし て4ど要 な
矢[讖 と 実 技( テン ト 設 営 ・野外 炊
事等) を学 び ま す。 修了 証 を 発行
し ます 。 ※ 修了 証 は 元 朕聢工公 園
少年 キ ャンプ 場( 夏 休 み抑l司) の
利 用時 に 必要 で す 日 時等= 左 表
対象 こ1(箴 以 上で 青 少年 育 成活 動

に携 わ っ てい る方
講師= 一 二三 太氏
費用= 無 料( 材 料費
の み実 費) 申込=

電話 期 限=5 月9
日 申 ・ 問先= 少年

育崗 系
J S388C卜5111 ㈹● いずれも時間は午後7眄～9畤。

ただし5/ 25は午前9時～午後4時

現代美 術の 精 鋭 展
第1 部

現代美術の理解を深めるため、
地元の大たちと足立区内外で活躍
されている芸術家32人の協力によ
って、作¥沾を紹介します。日時
=4月19日～27日、正午～午後7

時 ま で( 最終 日午 後5 時 まで)
場所= 綾 瀬プ ルミ エ 費用= 無 料
問先= 文化 振 興係

H3880 ―511l i f t )

老人
会 館

の

手芸 教室
日時=5月～7月の第2・4土曜
日、午後1時～2E唹30分対象=
区 内 在 住 の6(摘発以 上( 9 年 末 現
在) の方 ※ 前期 手芸 教室 を受 講
し た 方 、ほ か の教 室を 受 講中 の 方
は除 く 内 容= ちぎ り 絵 、ミ ット
タ ワ シ 、パ ッチワ ーク 定員=30
人( 抽 選)・ 費用= 材料 費一一部 負

担 申 込= 往 復ハガ キに 住所 、 氏
名( フ リ ガ ナ) 、 年 齢 、電 話 番 号
を 明 記 期 限=4 月12日 必 着
場 ・申 ・問 先= 老 人 会 館 〒121
西保 冰1間4- 9- 1
I I 3859 ―9732
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